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フランス大都市の布置構造と「郊外」の位置：
リヨン市郊外と中心市街地の変容

川 野 英 二

1 はじめに 都市布置構造の分析と都市社会政策

社会は諸個人間の相互依存ネットワークであり、社会学の対象がこの相互依存の「関係」の

構造にあるならば1）、都市における「布置構造（configuration）」の分析は、個々の地区や個

人そのものではなく、それらの相互依存の関係を分析することにある。ノルベルト・エリアス

らの研究では、近隣地区住民同士の関係に焦点を当てていたが、その理論的関心は、個人や特

定の近隣地区の関係を全体社会としてトータルに捉える布置構造の分析であった（Elias,

1965＝2009）。都市の発展もまた、相互依存の網の目のなかに位置する住民たちとその居住地

区、そして都市社会全体との関係の変容のプロセスでもある。

フランスの都市において特徴的なことは、とくに1980年代から全国レベルで実施された

「都市社会政策（politiquedelaville）」という特定の行政的介入が大きな役割を果たしている

点である。オイルショックの影響による景気後退ののち、フランスでは都市政策の社会政策化

が進むようになった。本稿では、リヨンの都市布置構造の分析の予備的な作業として、この都

市社会政策が導入されるなかで郊外と都市の布置構造がどのように変化したのかを考察する。

2 リヨン郊外の発展

リヨンの絹織物産業と都市発展

リヨンの絹織物産業は、16世紀以来、現在の旧市街地ヴュー・リヨン（VieuxLyon）の南

に位置するサン・ジョルジュ（SaintGeorge）地区が中心であった。1801年にパンチカード

を利用した生産性の高いジャッカール機が開発されると、機械を設置するために高い天井が必

要だったため、クロワ・ルス（Croix-Rousse）の丘に絹織物工房が移転していく。クロワ・

ルスで働く職人は「カヌ（canut）」と呼ばれたが、独立自営であったかれらの労働条件は非

常に厳しいもので、昼夜働いても採算をとることが難しかった。かれらは1831年と1834年に

は、産業革命期の大規模な労働者蜂起のひとつである「カヌの反乱（R�voltedescanuts）」

を起こした（Rude,2001）。この反乱が暴力的に鎮圧されたあと、労働者の集中を避けるため
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絹織物工場は他地域へと分散していくようになる（Foret,2010a:5）。その後、1855年の寄生

虫による蚕飼育への打撃、合成繊維の登場、また他国での絹織物産業の発展などの影響によっ

て、リヨンの絹織物産業は19世紀後半には衰退に向かっていった。

しかし19世紀の終わりに機械化が進み、新たにコストの低い人造絹糸（レーヨン）が開発

されると、リヨンの絹織物産業は再び活発になる。カヌの反乱当時クロワ・ルスに移り染物工

場を構え、その後巨大なファミリー企業として成長していたジレ家は、20世紀前半に大規模

なレーヨン生産工場をヴォー・アン・ヴラン（Vaulx-en-Velin）に建設し、この地域を工業

地域へと変貌させることになる（Foret,2010a:56）。

郊外の発展 農村地域から工業都市へ

ヴォー・アン・ヴランはリヨン北東部に位置し、現在の人口は約4万人である。東西に流れ

るローヌ河の南に位置し、そのさらに南に、市を南北に分断するヨナジュ運河（lecanalde

Jonage）を間に挟んでいる。ヴォー・アン・ヴランはソワ（Soie）、ヴィラジュ（Village）、

グラピニエル（Grappini�re）、グラン・マ（GrandMas）、サントル・ヴィル（CentreVille）、

カルティエ・エスト（QuartierEst）、カルティエ・スド（QuartierSud）と大きく8つの地

区から構成され、さらに下位区分の地区に分かれる。

19世紀まではヴォー・アン・ヴランはローヌ河の南に位置する小さな農村であったが、し

ばしば河川の氾濫に悩まされていた。当時の農民が居住していた地区は、現在のヴィラジュに
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当たる。1899年になるとヨナジュ運河（CanaldeJonage）が建設され、当時フランス最大の

キュセ（Cusset）水力発電所が稼働し始めた。洪水の抑制と電力供給によって、ヴォー・ア

ン・ヴランは工業地域として発展するようになる（Foret,2010b:6）。

1925年にはジレ家が運河の南に広大な土地を購入し、レーヨンの生産工場を建設した。10

年後にこの工場は南東人口繊維会社（TextilesArtificielsduSud-Est:laTASE）と名を変え、

1935年にはすでに約3,000名の従業員を抱えていた（Foret,2010a:15）。TASEを所有するジ

レ家は、当時工業地域に建設されていた「田園都市lacit�-jardin」のアイデアをもとに、工

場の周辺に従業員向けの巨大な住宅地を建設し、保健医療施設や学校、教会、カフェレストラ

ンも建設するなど、従業員の福利厚生を重視した家父長的な経営をおこなった。従業員向けの

住宅地には経営者・技術者向けの一軒家（lesPetitsCit�s）から工員向けの集合住宅（les

GrandsCit�s）、女性工員向けの寮が建設された（Foret,2010b:9）。TASEは数多くの移民労

働者を受け入れ、フランス人はもちろんイタリア人、ポーランド人、ロシア人、アルメニア人、

スペイン人から始まり、ポルトガル人、アルジェリア人、ベトナム人まで多様な出自の労働者

を雇い入れた（Panassier,2009:7）。工業地域としての発展にともない、ヴォー・アン・ヴラ

ンの人口は、1901年の1,251人から1931年の8,105人までに増加した（Panassier,2009:7）。

TASE工場は1980年にジレ家が資本を手放すまで稼働し、フランスのレーヨン生産の中心と

して発展した。

当時の労働運動の盛り上がりのなかでTASEの労働者も組織化された。1935年には経営側

が35％の賃下げを決定したことに反対し、初めてのストライキがおこなわれた。ストの結果

145名が解雇され、その多くはイタリア人だったという。その後、1936年には人民戦線、1937

年には新しい解雇計画に反対して労働組合が50日間のストライキに入り、ヴォー・アン・ヴ

ランの工場が占拠されることもあった（Foret,2010a:18）。

1950年代後半には、工場の規模が拡大し、会社は再びポルトガル、イタリア、北アフリカ

から新たな労働者をリクルートした（Foret,2010a:21）。ヴォー・アン・ヴランの市議会議員

であったマリー＝ギスレーヌ・シャシヌは、当時の工員に聞き取り調査をおこなっている。調

査当時70歳を越えたクローディーヌはこう振り返っている。「16歳で工場に入り、定年まで

そこにいました。私は糸繰りの仕事をしていました。私たちの仕事は、切れやすい糸を見張る

ことでした。見張っておくスピンドル［糸を紡ぐための軸］は最初それぞれ六つでしたが、そ

のあとは十二、最後には十八にまで増えました。暑いときでも窓を開けることはできませんで

した。風が入り込むと糸が切れるかもしれないからです。悲惨だったとは思わないでください。

工夫して楽しんでいましたよ。若かったのです。雰囲気が沈んでいるときは二、三人でトイレ

に行って、チャールストンを踊っていました。監視員は私たちを見ていましたが、笑っていま

した」（Chassine,2008:9697）。労働条件は過酷ではあったが、にぎやかな雰囲気であったと

いう2）。
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しかしジレ・グループは、1970年代のオイルショックの影響を受けてTASE工場を手放し、

1980年に突然の閉鎖が決まる。反対運動が組織化されたものの、決定は覆らず、一軒家の一

部は住民に売却され、集合住宅は社会住宅の事業者（bailleursocial）へと売却され、低廉家

賃住宅として運営されるようになる（Foret,2010a:26）。

3 非行と郊外の変容

若者の非行から「郊外の若者」まで

ヴォー・アン・ヴランは当初、もとの農村であった北部のヴィラジュと工業地域として発達

した南部のソワを中心に発達したが、北部の農村地域は第二次大戦後からしだいに住宅地区と

して開発されるようになる。とくにアルジェリア独立戦争（19541962）を契機に、白人入植

者であったピエ・ノワール（PiedNoir）やフランス側として戦ったアルジェリア人であるア

ルキ（Harki）がフランス本国へと大量に戻り、住宅需要が増加していた。リヨン市内ではラ・

デュシェル（laDuch�re）やヴォー・アン・ヴラン北部のグラピニエルが1963年に優先都市

化区域（ZUP:Zone�urbaniserenpriorit�）として指定され、1964年から1965年のあいだ

に13棟640室の社会住宅が建設された。この計画では十年間で8,300室の住宅を建設し、そ

のうち90％を社会住宅とするというものであった（Pannasier,2009:8）。その後、経済発展

とともに他の地区にも同様の団地群が建設され、現在のような住宅団地群として発展していく。

1971年には最初の暴動と言われる出来事がグラピニエル地区で起こっている。まだ周辺が

広い牧草地帯で他の地域から隔絶されていたグラピニエルでは、すでに若者たちが車やバイク

を乗り回す「ロデオ」と呼ばれる危険行為が広がっており、警察との衝突が初めてこの地区で

生じた。その後、1979年にも再び暴動が起こっている。しかし当時は地元の『ル・プログレ

（leprogr�s）』紙が取り上げたものの、全国的な社会問題として広がることはなく、それは70

年代までほぼ一貫した傾向であった。1980年代になると、郊外の若者たちによる警察との対

決が頻発し、各地で暴動が生じるようになるが、当時の問題化のフレームワークでは、80年

代になるまでは郊外の若者たちが注目されることはほとんどなかったのである3）。

郊外の変容

リヨン都市郊外が変容した要因としては大きく三つ挙げることができる。第一に、1973年

と1979年のオイルショックの影響で失業率が急速に高まったさいに、とくにそれが移民労働

者に大きく影響したことである。第二は住宅政策、とくに市場化による持ち家促進政策である。

第三は、移民労働者の「家族呼び寄せ」政策である。

まずはリヨン郊外の人口変動について見ておこう。図2は、ヴォー・アン・ヴラン市とヴェ

ニシュー市の人口の推移である。とくにヴェニシューでは持ち家促進策が導入された1970年
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代後半から急速に人口が減少していることがわかる。ヴォー・アン・ヴランの人口は1968年

に20,726人から、1975年には37,866人へと1.8倍増加している。1962年には12,118人だっ

たため3倍以上の増加である。同じ時期、ヴェニシューでは1968年が47,613人から1975年

の74,347人へと1.56倍の人口増加であった。

最も人口の多かった1975年の国勢調査では、ヴォー・アン・ヴランの全人口のうち外国人

人口がすでに28.8％に達しており、リヨン都市圏では最も外国人比率が高くなっている。ヴェ

ニシューでは18.8％、高所得層の住む西部地域のエキュリ（Ecully）は4.8％、フランシュヴィ

ル（Francheville）では4.4％に過ぎず、外国人比率は6倍以上の違いがあった（Rochefort,

1977:323）。また小学生の子どもの割合になると、ヴォー・アン・ヴランでは外国人の子ども

が41％、ヴェニシューが23％で、反対にエキュリでは8％、フランシュヴィルでは4％であっ

た（Rochefort,1977:324）。リヨン東部の郊外人口のうちかなりの部分がすでに外国人・移民

で、そのうち子どもの割合が非常に高かったことがわかる。リヨン東部の郊外はこのように他

地域よりも外国人比率の高い人口構成のなかで、オイルショックによる影響をより深刻に受け、

失業率の増加を経験したのである。

郊外の変容の第二の要因は、住宅政策の変化である。ジスカール・デスタンが大統領であっ

た1977年、当時の住宅省大臣のジャック・バロの改革案は、急速に老朽化した団地群である

グラン・アンサンブル政策にたいする批判を受け、これまでの建物中心の政策から住民中心の

支援へと重心を置くものであった4）。それは「石（建物）から人（住民）へ」という、より

「人間的な」政策を目指したものであった。具体的には、賃貸者への家賃補助に加えて住宅購

入予定の低所得者に財政援助をする「個人向け住宅援助（APL:Aidepersonnalis�eauloge-

ment）」と持ち家促進ローン（PAP:Pr�td・accession�lapropri�t�）」を導入する持ち家促進

政策であった。これは住宅の公的な建設よりも、むしろより「市場化」を図る政策でもあった。

1982年になると、ヴェニシューの人口は64,804人へと1975年から約1万人の減少、さら
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に1990年には60,444人、1999年には56,014人にまで落ち込んでいる。ヴォー・アン・ヴラ

ンの場合は人口の減少傾向はやや遅く始まり、1982年には44,160人から1990年44,174人と

停滞し、1999年には39,154人へと減少している（Panassier,2009:9）。つまりこれらの地域

は、高度成長期には人口が急増したものの、オイルショック以降、持ち家促進策などをきっか

けとして減少、1981年のヴェニシュー市のマンゲット（Minguettes）地区、1990年のヴォー・

アン・ヴランで暴動が生じたころには、比較的豊かな中間層を中心に人口流出が始まっていた

ことがわかる。

そのためマンゲットの所在するヴェニシュー市では、1979年12月の時点で空室が1,182室

であったのにたいして、約五年後の1985年3月になると2,433室で、約2倍に増加している

（Panassier,2008:34）。1979年には全国で50地区を対象に「住居と社会生活（HVS）」が実

験的に導入され、ヴェニシューが選ばれた。そのさい選出基準として、社会住宅の割合、移民

人口の割合（25％以上）、未成年者の割合（50％）、そして空室数が挙げられている。

郊外の様相を変化させた第三の要因は、「家族呼び寄せ」策である。まず1972年のマルスラ

ン－フォンタネ（Marcellin-Fontanet）通達で、滞在許可証の発行にさいして労働許可証と

住居証明を必要とした。つまりそれまではフランス本土に到着後に労働許可を得れば滞在許可

を延長することができたが、それ以後は入国前にすでに労働許可と住居証明の提出が必要とさ

れ、それがない長期滞在は不法とされたのである。第一次オイルショック直後の1974年にジ

スカール・デスタンが大統領に就いたのち、すぐに労働移民を終了させ、1977年には帰国支

援制度も設立した。その一方で、1975年には「移民の家族呼び寄せ法（Ledroitauregroupe-

mentfamilialdesimmigr�s）」が成立した。この法律では、フランスに正規居住している外

国人労働者が家族と暮らすことを認め、その後その家族は働かないという条件つきで呼び寄せ

を認めたのである。こうした移民政策の変化は、これまで単独男性が多かった移民が家族を形

成することを可能にし、さらにそれによって、第二世代の統合問題が生じるきっかけとなった
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のである。

このように、オイルショックによる失業者数の増加、持ち家促進策による中間層の流出、家

族呼び寄せ政策をつうじて、工業地域として発展した大都市郊外の変容が生じたのである。

社会問題の「移民化」

フランソワ・ミッテランが権力の座に着いた1981年の5月10日、ヴェニシュー市のマンゲッ

ト地区で大規模な暴動が生じた。郊外暴動は1970年代にもすでに地方紙では取り上げられて

いたものの、そこでの緊張はおもに少年たちの非行やロデオ、住民間の衝突などであった。

1979年にグラピニエルで少年と警官隊との衝突があったが、それまではまだそれが「暴動」

として大きく取り上げられることもなかった。しかし1981年になると、すでに4月10日から

12日のあいだにイギリスのブリクストンで大規模な暴動が起こり、「黒人暴動」として報道さ

れていたのである（Willaume,2003:4）。

当時17歳だったモクラネ・ケシ（MokraneKessi）は、地区そのものは「連帯的solidaire」

であったが、住民は地区外からのイメージに悩まされていたと言う。「ヴェニシューの中心

には行きづらいとよく感じていた。二つの地区のあいだには敵意があった。いわば白人の街

（ville）に対する移民の団地（cit�）だった」（Moris,2011）。こうした状況のなかで、しだい

に盗難車に乗った暴走行為と放火が相次ぎ、9月の終わりには合計200台の車が燃やされた。

そして若者と機動隊（CRS:Compaginesr�publicainesdes�curit�）が対決する姿が全国的

に報道されることになった。

マンゲットで生じた暴動の報道は、これまでの地方紙での扱いとは違っていた。保守系の全

国紙『フィガロ』が取り上げた記事は、若者の非行問題の取り上げかたをこれまでと一変させ、

「移民出身の若者（lesjeunesissusdel・immigration）」を焦点化することになった（Tissot,

2007）。そして新たに「都市社会政策」といわれる様ざまな政策が特定の地区を対象に体系的

に実施されていったのである。

暴動のすぐ後には1981年「優先教育区域（ZEP:Zoned・�ducationenpriorit�）」が指定さ

れた。同年、シュヴァルツ報告「若者の職業的・社会的参入」、1982年ボヌメゾン報告「非行

対策：予防、抑止、連帯」、1983年デゥブド報告「都市をともに作りなおす」と、職業、非行、

都市など幅広い分野での施策が立てつづけに提言されるようになった。このようにマンゲット

での暴動をへて、数々の施策が都市社会政策として位置づけられるようになった。

しかしこのような施策が全国の困難地域で実施されるようになったにもかかわらず、その後

も引きつづき各地で暴動や機動隊との対決が頻発するようになる。メディアで大きく取り上げ

られたのは、1990年にヴォー・アン・ヴランのマ・デュ・トロ（MasduTaureau）で起こっ

た暴動である。警察に追われたバイクが転倒し、トマ・クロディオという若者が死亡したこと

をきっかけに、三日間にわたる暴動が起こったのである。当時すでにヴォー・アン・ヴランで
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は居住者の流出のため団地に空室が増え、ショッピングセンターの商店や大規模スーパーが閉

鎖するようになっていた。そのため、市は新たに中央広場をつくり、象徴となる登山タワーの

ほか図書館をオープンさせ、新たなスタートを切ったその一週間後に生じた暴動であった。

またこの暴動をきっかけとして、都市省が誕生し、はじめて「脆弱地区（quartiersensible）」

という言葉が登場する。この「地区」が問題の焦点に当てられることは、若者や移民それ自体

よりもむしろその「集中」に焦点が当てられたことを意味する。都市社会政策という枠組は、

「地区」という空間的な単位によって社会問題を捉えることを可能にしたが、そのさい、とく

に右派は移民の人口増加とかれらの社会住宅への流入に注目した。そこでは「ヨーロッパ人の

世帯が流出し、移民が増加したことが、これらの団地に住む人口を一変させたのだ」と診断し、

「エンクレーブは、同化しない人びとと排除の都市計画のあいだの対立から生まれる」と危険

視されるようになった（Tissot,2007:47）。「脆弱地区」というカテゴリーの登場には、社会問

題の空間化とともに都市問題のエスニック化がともなうことになった。社会問題は「地区」と

「移民」という問題に集約され、指定地区ではさらにスティグマ化が進行していく。そしてそ

の後も郊外での暴動が頻発し、2005年にはパリ郊外で二人の少年が警官に追われて事故死し

たことがきっかけで、全国規模の暴動に発展したのである。

4 都市布置構造の再編

都心部のリハビリテーションと遺産化（patrimoinisation）

高度成長期のリヨンは郊外で人口増加が起こったのにたいして、都心では人口が流出していっ

た。リヨンでは、1960年代からすでにこの人口流出にたいする対策として、「リハビリテーショ

ン」策が実施された。リヨン市は、1964年にヴュー・リヨン（VieuxLyon）の中核部となる

サン・ジャン（Saint-Jean）をフランスで最初の「保存区域（secteursauvegard�）」と指定

した（Authier,1997:8）。サン・ジャンはマルロー法（1962年8月4日法）の法的・財政的

措置の枠組で建造物の修復作業がおこなわれ、60年代のなかばから魅力的な地区となり、現

在のような観光地として発達した。南に隣接するサン・ジョルジュ（Saint-George）は、当

初は絹織物職人が集まる地区であったが、19世紀にはすでに技術開発とともに多くの職人が

クロワ・ルスに移転し、衰退していた。1960年代の保存運動においても地区の一部しか保存

区域の対象にならず、60年代から70年代のあいだに商業が衰退、人口が三分の一に減少、住

宅は老朽化し打ち捨てられた地区となった（Authier,1997:8）。

しかし1975年になると、新しいタイプの商店が集まり地域外からの客を惹きつけるように

なった。建物が改修され、若いカップル、単身者や学生も大量に入居するようになった。郊外

の団地に近代的な快適さを求めて地区を離れた旧住民も、持ち家促進策を利用して再び地区に

移転するようになった。その後、住居の老朽化と投機的な住宅改修（リハビリテーション）対
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策として、市が介入を決定する。サン・ジャン保存区域事業の延長、地域団体の要望をきっか

けとしたものである。1982年にはサン・ジョルジュとその北に隣接するサン・ポール（Saint-

Paul）を対象に住宅改善計画化事業（OPAH:Operationprogramm�ed・am�riorationde

l・habitat）が始まった。改修された420戸のうち250戸の住宅が民間賃貸だった（Authier,

1997:10）。民間業者は国立住宅改善庁（ANAH:l・Agencenationalepourl・am�liorationde

l・habitat）からの助成を受けて、一定期間市場よりも安い家賃で住宅を供給した。サン・ジャ

ンの北に位置し保存区域に属する一部は、税制優遇措置を受けて発展し、80年代はヴュー・

リヨンの一部として組み込まれることになった。こうしてリヨンの中心部は、ヴュー・リヨン

を中核として建物のリハビリテーションがおこなわれ、歴史遺産として保存し観光化すること

によって再生が試みられたのである。

ジェントリフィケーションと新しい遺産化の試み

かつてのカヌの街として知られるパント・ド・ラ・クロワ・ルス（PentesdelaCroix-

Rousse）は、1990年代からの都市社会政策で「脆弱都市区域」（ZUS:Zoneurbainesensible）

として指定されるほど、困難を抱える地区として衰退していた。しかしもともと労働者の地区

であった経緯から、アナキストなどの活動家の、そして多くのアーティストの活動場所となっ

ていき、地区内にはアーティスティックなグラフィティやギャラリーなどが目立つようになっ

た（Collet,2015）。
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一方ヴォー・アン・ヴランのソワ地区では1980年のTASE工場の閉鎖を受けて失業率が急

増し、跡地と周辺住宅地はZUSとして指定され都市社会政策の対象となった。シテTASEは

その後市に売却され、社会住宅として使用されている。ソワ地区にはその後、トラムウェイや

サンテクジュペリ空港に直結するローヌ急行が敷設され、工場跡地の一部や他の工場は「キャ

レ・ド・ソワ（Carr�deSoie）」という複合センターとして、再開発がおこなわれている。

TASE工場の閉鎖後、市民運動が産業遺産として残すことを求め、工場の正面（fa�ade）が

残されるようになった。

リノベーションとソーシャル・ミックス

2003年からは新たな都市再生計画「グラン・プロジェ」が始まり、しだいに全国規模で老

朽化した団地を解体・再生する「都市リノベーション（r�novationurbaine）」が各地で実施

されるようになった（Epstien,2013）。これは、これまで地区の象徴であったタワー型や箱型

の巨大な団地を解体して、より中層の集合住宅を建設することを主な目的としている。この計

画は、該当地区では社会住宅の割合を減らすと同時に、豊かな地区にも社会住宅を建設するこ

とによって、多様な人びとが共生する「ソーシャル・ミックス」を促進し、地域間の不平等を

より小さくしようと試みる対策の一環である。これまでは対象地区を特定するさいに複数の指

標を用いていたが、現在では所得のみを基準として「優先地区（quartierprioritaire）」を指

定するよりシンプルなものに変更された。また2012年には新たに「優先安全地区（ZSP:zone

des�curit�prioritaire）」を指定し、非行や治安を重視した地区対策も導入された。さらに、

自然環境、衛生、安全など、地域の様ざまな課題を住民間で議論する「地区会議（conseilde

quartier）」や、くじ引きで選ばれた市民が地域の課題を議論する「市民会議（conseilde

citoyen）」が導入され、近隣民主主義（d�morcatiedeproximit�）の促進が図られている。

こうした住民参加は、これらの優先地区では極端に他の地区よりも投票率が低いために、様ざ

まなチャンネルを増やして住民からの意見を汲み取ることを目指したものである。

5 おわりに

フランスでは1990年代に大都市における「セグリゲーション」が拡大した。その程度は職業

階層ごとに異なり、特定の地区では低所得者層や労働者層が他の階層にくらべてより集中して

居住する傾向が高まった。そのためしばしばメディアなどでは郊外の困難地区を「ゲットー」と

呼ぶことすらある。これについては研究者のあいだでも論争があるが、郊外の困難地区を対象と

した都市社会政策がこうした「ゲットー化」を懸念している側面があるのはたしかである。し

かし、こうしたセグリゲーションの大きな要因としてはむしろ、「遠郊外化（lap�riurbanisation）」

の現象が指摘されている（Charlotet.al.,2013）。つまり管理職や中間職業のような中上流層

川 野 英 二

90



の郊外への流出によってセグリゲーションの程度が高まったのである。特定地区のみに焦点を

あてるとしばしばこうした「ゲットー化」が問題視されがちになるが、この場合、ある特定の

地区と別の地区との関係、あるいは特定の地区と都市全体との関係を捉えるセグリゲーション

の分析をおこなうことが困難である。リヨン大都市圏の郊外と都市社会政策の発展を研究する

うえで、都市布置構造の変容のプロセスとして、このセグリゲーションを分析することが次の

作業課題である。

［注］

1）こうした考え方に立つアプローチは近年では「関係社会学」とも呼ばれる（Emirbayer,1997;Crosseley,

2012）。これはエリアスやブルデュー、さらにはホワイトなどの理論的立場を共通して指すが、英米の

社会学ではネットワーク分析の発展とともにこの呼び名が使われるようになった。

2）TASE工場では多種多様な出自の労働者が働いていたが、ここでは労働者の間の連帯が存在し、人種

差別もなかったという。筆者の聞き取りでも、住民から同様の証言があった。彼女の両親は、スペイン

内戦のときにフランスへ難民として逃れ、TASEの工場で働いていた。彼女は「グラン・ダズ（Grand

Tase）」と言われる従業員向け集合住宅で生まれ育ち、ソワ地区からカルティエ・エストへと転居した

が、この地域では多様な出身の人たちが住み、「差別はなかった」と語る。

3）70年代以前はむしろ「ブルゾン・ノワール」など労働者階級の若者を中心とした逸脱行動として問題

化されており、実際には社会住宅や移民（とくにヨーロッパ系移民）が多かったものの、重要な要素と

しては考えられていなかった。

4）フランスの住宅援助政策としては他に、子どものいる低所得世帯向けの「家族住宅手当（ALF:alloca-

tiondelogement�caract�refamillial）」（1948年から）と、若者や学生、子どものいない世帯、高齢

者や障がい者世帯に向けの「社会住宅手当（ALS:allocationdelogement�caract�resocial）」（1971

年から）があるが、当初はAPLの支給額は他の支援策の額よりも多かった。

5）Panassier（2008:34）をもとに加工。
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Ifsocietyisanetworkofinterdependenceamongindividualsandthesubjectofsociologyisinthe

structureof・relationship・ofthisinterdependence,theanalysisof・configuration・incitiesisnotto

analyzeindividualdistrictsorindividualsthemselves,buttoanalyzetheirinterdependencerelation-

ship.TheresearchbyNorbertEliasandothersfocusedontherelationshipbetweenneighboring

residents,butthetheoreticalinterestwasanalysisoftheconfigurationtocaptureindividualsand

specificneighborhoodsasawholesociety.Thedevelopmentofthecityisalsotheprocessoftrans-

formationoftherelationshipbetweentheresidentsandtheirresidentialareaslocatedintheinter-

dependentnetwork,andintheurbansocietyasawhole.

ThecharacteristicfeatureoftheFrenchcitiesisthefactthatthespecificadministrativeinterven-

tion,・politiquedelaville・,whichwasimplementedatthenationallevelsincethe1980splaysabig

role.Inthispaper,asapreliminaryworkofanalyzingtheurbanconfigurationofLyon,weexamine

howthestructureofurbanconfigurationchangedinthecourseofintroductionofurbansocial

policy.
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